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２０１１年１月２１日（９６／５／２０  ＭＯＮ）  

担当：飯島聡  

   『ルイ・ボナパルトのブリュメール十八日』       

   カ－ル・マルクス著  （植村邦彦  大田出版  １９９６年）  

  第一章                              

 「 ヘ － ゲ ル は ど こ か で 、 す べ て の 偉 大 な 世 界 史 的 事 実 と 世 界 史 的 人 物 は い わ ば

二 度 現 れ る 、 と 述 べ て い る 。 彼 は こ う 付 け 加 え る の を 忘 れ た 。 一 度 は 偉 大 な 悲 劇

として、もう一度はみじめな笑劇として、と」。（Ｐ６）  

 ヘ － ゲ ル は 人 間 社 会 の 歴 史 を 、 個 人 の 意 識 を 越 え た 普 遍 的 な 理 性 ・ 精 神 が 自 己

実 現 し て い く 過 程 と し た 。 そ れ に 対 し て 、 マ ル ク ス は 、 肉 体 と 精 神 を 持 っ た 人 間

は 現 実 に 生 き る 社 会 （ 市 民 社 会 ） の 社 会 的 諸 条 件 に 規 定 さ れ て い る こ と を ヘ － ゲ

ルは忘れていると批判する。  

「 人 間 は 自 分 自 身 の 歴 史 を 創 る が 、 し か し 、 自 発 的 に 、 自 分 で 選 ん だ 状 況 の 下

で 歴 史 を 創 る の で は な く 、 す ぐ 目 の 前 に あ る 、 与 え ら れ た 、 過 去 か ら 受 け 渡 さ れ

た状況の下でそうする。」（Ｐ７）  

 「 す ぐ 目 の 前 に あ る 、 与 え ら れ た 、 過 去 か ら 受 け 渡 さ れ た 状 況 」 と は 、 具 体 的

に は 過 去 の 労 働 の 成 果 で あ る 「 生 存 諸 条 件 」 「 生 産 手 段 」 あ る い は 「 資 本 」 と も

考 え ら れ る 。 が 、 こ こ で は 過 去 が 亡 霊 と し て 生 け る 者 の 思 考 や 行 為 に と り つ く 状

況を描いている。  

 

 「 偉 大 な 悲 劇 」 で あ る １ ７ ９ ３ － ９ ５ 年 の 革 命 で は 、 市 民 社 会 の 闘 士 達 は 、 ロ

－ マ 帝 国 の 決 ま り 文 句 を 血 肉 化 し て 自 由 に 使 い こ な し な が ら 、 現 実 の 社 会 に 近 代

市 民 社 会 を 創 り 出 し 、 そ れ を 基 盤 に 自 由 競 争 経 済 を 発 展 さ せ た 。 小 作 人 に は 分 割

地 所 有 を 認 め 、 解 放 さ れ た 国 民 の 工 業 生 産 力 が 利 用 さ れ る こ と を 可 能 と す る 諸 条

件 を 創 り 封 建 的 諸 姿 態 を 一 掃 し て い っ た 。                  

  

 だ が 、 一 度 新 し い 社 会 構 成 が 打 ち 立 て ら れ る と 後 に は 与 件 と し て 扱 わ れ 、 社 会

変 革 に 使 わ れ た ロ － マ 帝 国 時 代 の 決 ま り 文 句 や 衣 装 は 理 想 像 と 芸 術 形 式 つ ま り 自

己欺瞞として使われるようになっていった。  

 「 そ れ ら の 革 命 の 中 で 死 者 を 蘇 ら せ た の は 、 し た が っ て 新 し い 闘 争 を 賛 美 す る

た め で あ っ て 、 昔 の 闘 争 の パ ロ デ ィ － を 演 じ る た め で は な か っ た 。 与 え ら れ た 課

題 を 空 想 の 中 か 誇 張 す る た め で あ っ て 、 そ れ を 現 実 の 中 で 解 決 す る の を 恐 れ て 逃

げ 出 す た め で は な か っ た 。 革 命 の 精 神 を 再 発 見 す る た め で あ っ て 、 革 命 の 亡 霊 を

再び出没させるためではなかった。」（Ｐ１０  Ｌ３～７）   

（ 参 考 ） マ ル ク ス は 、 こ れ ら の 事 情 は 、 イ ギ リ ス で も 、 １ 世 紀 間 の ズ レ で 当 て

はまる。としている。  

 

 ＜ １ ８ ４ ５ － ５ １ 年 の 革 命 の 場 合 ＞   （ Ｐ １ ０  Ｌ ８ ～ ）         

 マ ル ク ス に よ れ ば 、 本 来 な ら 、 １ ９ 世 紀 は １ ８ 世 紀 の 市 民 革 命 に よ っ て 発 生 し

た （ 初 期 ） 資 本 主 義 社 会 の 諸 事 情 を 前 提 と し て 展 開 さ れ て い た の で 、 １ ９ 世 紀 に

お け る 革 命 は 、 資 本 主 義 社 会 の 社 会 的 状 況 ・ 諸 関 係 ・ 諸 条 件 を 出 発 点 と し て そ れ
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自体を変革していくプロレタリア革命・階級闘争でなければならなかった。  

 「 １ ９ 世 紀 の 社 会 革 命 は 、 そ の 詩 情 を 過 去 か ら 得 る こ と は で き ず 、 未 来 か ら 手

に 入 れ る 以 外 に は な い 。 社 会 革 命 は 、 過 去 へ の あ ら ゆ る 迷 信 を 捨 て な い か ぎ り 、

自分をうまく扱うことができない。」（Ｐ１１～１２）  

資 本 主 義 社 会 の 矛 盾 が 、 プ ロ レ タ リ ア 革 命 を 引 き 起 こ す 諸 関 係 自 体 に こ う 叫 ば

せ る 「 こ こ が ロ － ド ス 島 だ 、 こ こ で 跳 べ ！ こ こ に バ ラ が あ る 、 こ こ で 踊 れ ！ 」 と 。 

 

 し か し 、 １ ８ ４ ８ － ５ １ 年 の 革 命 で は 、 単 に 「 昔 の 革 命 の 幽 霊 が 出 没 し た だ け

で あ っ た 」 。 （ Ｐ １ ０ ）  そ し て １ ８ ５ ２ 年 ５ 月 ２ 日 に は 「 す べ て は 、 そ の 敵 で

さ え も 魔 法 使 い と は 呼 ば な い 一 人 の 男 の 呪 文 の 前 に 、 幻 影 の よ う に 消 え 去 っ

た。」（Ｐ１５）  

 プ ロ レ タ リ ア － ト と ブ ル ジ ョ ア ジ － と の 階 級 対 立 が 、 必 ず し も ２ 月 革 命 と そ の

後 の 一 連 の 展 開 に は 適 格 に 当 て は ま る か ど う か 。 ま た そ れ と は 別 に 、 ボ ナ パ ル テ

ィ ズ ム は 自 由 主 義 か ら 帝 国 主 義 へ の 移 行 期 に す ぎ な い の か 。 再 検 討 す る 必 要 が あ

ると思われる。  

 

 ＜１８４８年２月２４日～５月４日＞  （Ｐ１６  Ｌ６～）  

 そ も そ も 、 ２ 月 革 命 は 、 「 予 期 せ ぬ 出 来 事 」 と し て 発 生 し た も の で あ っ た 。 そ

れ は 、 選 挙 権 の 範 囲 や 議 会 改 革 を め ぐ っ て 、 ギ ゾ － 内 閣 に 不 満 を 持 つ 一 部 の ブ ル

ジ ョ ア 反 対 派 が 『 ル ・ ナ シ ョ ナ ル 』 紙 を 通 じ て 呼 び か け た パ リ １ ２ 区 の 宴 会 へ の

結集によって起きた支配者層内部の勢力争いの産物であったとも言える。  

 １ ８ ４ ０ 年 代 の 世 界 的 不 況 の な か で 社 会 改 革 や 変 革 を 望 む 声 に 半 ば 押 さ れ る 形

で 革 命 の 表 舞 台 に 登 場 し た 各 党 派 は 、 そ れ ぞ れ 共 和 国 を 自 分 に 都 合 よ く 解 釈 す る

だけで、現実の社会に対して、それぞれの主張を実践することはなかった。  

  

 （参考）国立作業場、（国民衛兵、遊動警備隊）  

 臨 時 政 府 の 中 心 人 物 で あ り 共 和 派 で あ っ た ラ マ ル テ ィ － ル は 、 失 業 労 働 者 救 済

を 名 目 に 、 「 国 立 作 業 場 」 を 設 立 し た が 、 そ の 真 意 は 、 放 置 し て お け ば 反 政 府 的

と な り 、 破 壊 的 と の る 半 失 業 の 職 人 ＝ 労 働 者 達 の 一 部 を 従 順 な 公 務 員 に 作 り 変 え 、

反 政 府 軍 の 力 を 削 ぐ こ と が 目 的 で あ っ た 。 し か も 、 社 会 主 義 者 ル イ ・ ブ ラ ン が 理

想 と す る 工 場 像 に 合 致 し て い る よ う で あ っ た た め 、 社 会 主 義 者 の 支 持 も 得 ら れ た 。

こ れ は 、 ラ マ テ ィ － ル ら 支 配 層 の 自 己 の 安 全 を 守 る た め の 道 具 で あ っ た が 、 状 況

の 変 化 に よ っ て は 、 逆 に 被 支 配 層 に 、 自 ら の 政 治 生 命 を 奪 う き っ か け を 与 え て し

まう。  

 こ れ ら は 、 憲 法 ・ そ の 他 の 法 律 な ど と 同 様 に 、 革 命 的 共 産 主 義 者 か ら 社 会 主 義

者 ・ 小 市 民 的 民 主 派 ・ ブ ル ジ ョ ア 共 和 派 さ ら に 王 朝 派 へ と 続 く 後 方 へ 連 鎖 的 な 倒

壊を引き起こす、党派どうしを結ぶ金具の役割を担っているように思われる。  

 ＜１８４８年４月２３日  憲法制定国民会議選挙（普通選挙）実施＞  

    有権者数約２５万人      ９６０万人  

 「 パ リ の プ ロ レ タ リ ア － ト が 、 彼 ら の 前 に 開 か れ た 偉 大 な 展 望 に 見 と れ て 、 社

会 の 古 い 諸 勢 力 は 、 集 合 し 、 平 静 を 取 り 戻 し 、 正 気 に 返 り 、 国 民 の 大 衆 の 中 に 予

期 せ ぬ 支 え を 見 い だ し た 。 す な わ ち 、 農 民 と 小 市 民 で あ る が 、 彼 ら は 七 月 王 政 の
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遮 断 機 が 倒 れ た 後 に 、 突 然 政 治 の 舞 台 に 飛 び 込 ん で き た の で あ る 。 」 （ Ｐ １ ８  

Ｌ３～Ｌ８）  

 「 ［ こ れ ま で は ］ 王 の 名 の 下 に ブ ル ジ ョ ア ジ － の 限 ら れ た 一 部 が 支 配 し て き た

と す れ ば 、 今 や 人 民 の 名 に お い て ブ ル ジ ョ ア ジ － の 全 体 が 支 配 す る こ と に な

る。」（Ｐ１９  Ｌ７～Ｌ９）  

 普 通 選 挙 に よ っ て 議 会 に 入 っ て き た の は 、 労 働 者 層 だ け で は な か っ た 。 小 市 民

や 農 民 層 、 議 院 外 反 対 派 保 守 層 な ど そ の 他 、 雑 多 な 議 院 外 勢 力 を 議 会 へ と 呼 び 込

ん で 、 そ れ ら が 、 す べ て を 代 表 す る が 、 な に も の に も 決 し て 代 表 さ れ え な い 「 人

民 の 意 志 」 を 形 成 し て い く 。  反 論 の 余 地 を 残 さ な い 「 所 有 、 家 族 、 宗 教 、 秩

序 」 と い う 合 言 葉 が 、 敗 北 い て い く 党 派 す べ て に 投 げ か け ら れ 、 最 後 に は 共 和 制

自体に投げかけられる。  

 「 す べ て の 階 級 と 党 派 は 、 六 月 の 日 々 の 間 、 無 政 府 の 党
、 、 、 、 、

、 社 会 主 義 の 、 共 産 主

義 の 党 と し て の プ ロ レ タ リ ア 階 級 に 対 抗 し て 、 秩 序 の 党
、 、 、 、

へ と 一 体 化 し た 。 」 （ Ｐ

２ ２  Ｌ ７ ～ ）  プ ロ レ タ リ ア 階 級 は 、 市 民 的 共 和 制 の 基 礎 固 め の 役 割 を 果 た す 。 

 

第二章      

 共 和 派 の ブ ル ジ ョ ア 的 分 派 の 各 派 を ひ と つ に ま と め 、 勢 力 を 拡 大 さ せ て い た 原

因 は 「 大 き な 共 通 利 害 」 で も 「 固 有 の 生 産 諸 条 件 」 で も な く 、 共 和 派 支 持 者 の

「 ル イ ・ フ ィ リ ッ プ に 対 す る こ の 国 の 個 人 的 反 感 、 昔 の 共 和 派 の 記 憶 、 何 人 か の

心 酔 者 の 共 和 主 義 的 信 念 、 と り わ け フ ラ ン ス ・ ナ シ ョ ナ リ ズ ム 」 （ Ｐ ２ ７ ） で あ

っ た 。 し か し 、 こ の 共 和 派 支 持 者 の 「 隠 さ れ た 帝 国 主 義 」 は 、 共 和 制 の 下 で は 、

「 ル イ ・ ボ ナ パ ル ト と い う 姿 」 と な っ て 現 れ 、 逆 に 共 和 派 政 党 を 壊 滅 さ せ る こ と

になる。これが共和派の「支配と解体の歴史」である。  

 

 共 和 派 は 、 そ の 排 他 的 な 性 格 ゆ え に 、 金 融 貴 族 ・ 社 会 主 義 者 ・ 小 市 民 あ る い は

民 主 的 共 和 派 を 排 除 す る こ と に よ っ て 、 当 面 の 大 ブ ル ジ ョ ア ジ － の 利 害 を 代 表 す

る こ と に な る 。 多 数 派 を 占 め た こ の 党 派 の 役 割 は 、 市 民 的 共 和 制 の 基 礎 固 め を し

て 、 秩 序 党 と ル イ ・ ボ ナ パ ル ト と の 明 日 の 権 力 闘 争 が 行 わ れ る 場 の 地 な ら し す る

こ と で あ っ た た め 、 憲 法 が 完 成 す る と 即 座 に 議 会 内 少 数 派 へ と 転 落 し て し ま っ た 。 

 

 「 彼 ら 〔 共 和 派 の ブ ル ジ ョ ア 分 派 〕 は 、 王 権 に 対 す る ブ ル ジ ョ ア ジ － の 自 由 主

義 的 反 乱 に よ っ て で は な く 、 資 本 に 対 す る プ ロ レ タ リ ア － ト の 暴 動 が 散 弾 砲 撃 で

鎮 圧 さ れ た こ と に よ っ て 、 支 配 に 達 し た の で あ る 。 彼 ら が 最 も 革 命 的 な 事 件 と し

て 思 い 描 い て い た も の が 、 現 実 に は 最 も 反 革 命 的 な 事 件 と し て 起 こ っ た 。 」 （ Ｐ

２９  Ｌ５～）  

 共 和 派 の 手 に し た 果 実 は 、 将 来 自 ら を 楽 園 か ら 追 い 出 す こ と に な る 知 恵 の 木 か

ら落ちた実であった。  

 

  ＜第二期  第一局面  １８４８年５月４日～６月２５日＞  

 ～新憲法～（Ｐ２９  Ｌ１４～）  

共 和 派 は 新 憲 法 の 条 文 に 、 自 分 自 身 の 安 全 を 守 る た め に 、 様 々 な 傍 注 を 付 け た 。

そ の た め 、 ど の 条 文 に も 反 対 の 命 題 を 含 み 、 秩 序 党 に も 民 主 派 に も 自 由 に 解 釈 で



 
4 

き た 。 特 に 立 法 議 会 と 大 統 領 と の 関 係 を 規 定 し た 条 文 は 、 後 の 秩 序 党 と ル イ ・ ボ

ナパルトとの全面衝突の火種を持ち、憲法の急所であった。  

 「 国 民 議 会 は 憲 法 に 則 っ て 大 統 領 を 罷 免 す る こ と が で き る が 、 大 統 領 の 方 は 憲

法 そ の も の を 片 付 け る こ と で き な い よ う に 、 起 草 さ れ て い る 。 」 （ Ｐ ３ ２  Ｌ １

０～）  

 大統領と国民会議との「代表される者」と「代表する者」との関係  

 普 通 選 挙 は 、 選 ば れ た 者 （ 国 民 会 議 ） に 、 選 ん だ （ フ ラ ン ス 人 民 ） と 形 而 上 的

［ 抽 象 的 ］ な 関 係 を も た せ 、 そ の 個 々 の 代 表 に お い て 国 民 精 神 の 多 様 な 側 面 を 具

現化させる。  

直 接 選 挙 は 、 大 統 領 に 、 人 民 と 個 人 的 な 関 係 を も た し 、 国 民 精 神 を 受 肉 化 さ せ

る。  

 

 ～パリの戒厳令～  （Ｐ３３～）  

憲 法 そ れ 自 体 が 内 部 に 矛 盾 を 孕 ん で い る の な ら 、 そ れ が 成 立 す る 過 程 も ま た 矛

盾 を 孕 む 。 ＜ ６ 月 事 件 ＞  パ ン テ ィ オ ン 広 場 に 集 ま っ た 労 働 者 の デ モ に 対 し て 、

国 防 相 で 共 和 派 で も あ る カ ヴ ェ ニ ャ ッ ク は 、 秩 序 党 と 結 託 し 、 政 府 の 国 民 衛 兵 出

動 命 令 を 無 視 し て 、 政 府 の 信 用 を 喪 失 さ せ 執 行 委 員 会 を 解 散 さ せ 、 独 裁 と 戒 厳 令

を実行した。  

「 カ ヴ ェ ニ ャ ッ ク が 知 る べ き で あ っ た の は 、 か れ は プ ロ レ タ リ ア を 殺 害 し た だ け

で は な く 、 共 和 制 そ の も の を も 、 ま た 殺 害 し た と い う こ と で あ っ た 。 彼 が 守 っ た

の は 、 共 和 制 の 形 骸 で し か な か っ た 。 こ れ ゆ え に 、 彼 の 政 治 生 命 も 六 ケ 月 し か も

たなかったのである。」  

（河野健二著  『現代史の幕あけ』Ｐ１１１～Ｐ１１２）   

「 憲 法 が 後 に は 銃 剣 に よ っ て 始 末 さ れ る と す れ ば 、 そ れ は す で に 胎 内 に い る う

ち か ら ま さ に 銃 剣 に よ っ て 、 し か も 人 民 に 向 け ら れ た 銃 剣 に よ っ て 庇 護 さ れ 、 銃

剣によって誕生させられなければならなかった」。（Ｐ３６  Ｌ１３）  

 憲 法 を 生 み 出 す た め に 、 パ リ に 戒 厳 令 を 敷 い た こ と は 、 後 に ボ ナ パ ル ト に 対 し

て 、 憲 法 を 破 壊 す る 武 力 （ ク － デ タ － の 親 衛 隊 ） と 、 憲 法 違 反 と な る イ タ リ ア 占

領のきっかけを与えてしまった。  

 

 そ も そ も ブ ル ジ ョ ア 共 和 派 の 支 持 者 は 、 大 地 主 で あ り 金 融 貴 族 と 大 工 場 経 営 者

で あ り 、 彼 ら は 共 通 し て 王 朝 支 持 派 で あ っ た た め 、 共 和 国 の 建 設 と 同 時 に ブ ル ジ

ョア共和派を押しのけ、新たに秩序党へと結集した。  

 秩 序 党 は 表 面 上 は ブ ル ボ ン 朝 支 持 派 ・ オ ル レ ア ン 朝 支 持 派 と に 分 け て い る が 、

本 質 的 に は 両 派 は 、 資 本 所 有 者 （ 農 業 資 本 ・ 工 業 資 本 ） と し て 共 通 利 害 の も と に 、

多数派勢力を占めた。  

 大 統 領 に 選 出 さ れ た ル イ ・ ボ ナ パ ル ト は 、 秩 序 党 内 閣 を 組 織 さ せ る と そ の 背 後

に か く れ て 、 そ う し て 秩 序 党 の 国 民 議 会 へ の 策 略 ・ 誹 謗 （ 言 語 ） を 習 得 し 、 １ ８

５１年１２月２日にそれと同じやり方を秩序党に対して反復してみせた。  

 「 秩 序 党 自 身 が 、 彼 ら が ま だ 国 民 議 会 で は な く 、 ま だ 内 閣 で し か な か っ た 時 に 、

議会政権に烙印を押していた」。（Ｐ４６）  

だ が 、 秩 序 党 も ま た 議 会 政 権 の 産 物 で あ り 、 議 会 政 権 な く し て は 存 在 し え な か
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っ た 。 議 会 を 離 れ て 人 民 に 直 接 話 し か け る ル イ ・ ボ ナ パ ル ト の み が 、 議 会 消 滅 後

も存在しえた。  

 

 第三章 

 「 第 一 次 フ ラ ン ス 革 命 で は 、 ・ ・ ・ ど の 党 派 も 、 よ り 進 ん だ 党 派 に 支 え ら れ て

い た 。 ど の 党 派 も 、 革 命 を 遠 く ま で 導 き す ぎ て 、 も ほ や 革 命 に つ い て い く こ と も 、

ま し て 革 命 の 先 頭 に 立 つ こ と も で き な く な る と 、 す ぐ さ ま 背 後 の も っ と 大 胆 な 同

盟 軍 に よ っ て 押 し の け ら れ 、 ギ ロ チ ン に 送 ら れ る 。 革 命 は 、 こ う し て 上 昇 線 を 描

いて進んでいく。」（Ｐ５１）  

 「 １ ８ ４ ８ 年 の 革 命 は 逆 で あ る 。 」 「 ど の 党 派 も 、 前 に 突 き 進 む 党 派 に 背 後 か

ら 襲 い か か り 、 後 戻 り す る 党 派 に 前 か ら 寄 り か か る 。 あ ら ゆ る 党 派 が こ ん な こ っ

け い な 姿 勢 を し て バ ラ ン ス を 失 い 、 仕 方 が な し に 顔 を し か め て か ら 、 風 変 わ り な

カ プ リ オ － リ を し て 崩 れ 落 ち る の も 、 不 思 議 は な い 。 革 命 は こ う し て 下 降 線 を 描

い て 進 み 、 二 月 の 最 後 の バ リ ケ － ド が 撤 去 さ れ て 最 初 の 革 命 政 権 が 樹 立 さ れ る 前

に、すでに革命はこの後戻りを始めている。」（Ｐ５１～５２）  

 こ の 下 降 線 を 描 く 革 命 は 、 構 成 す る 諸 要 素 す べ て が 、 そ れ ぞ れ 自 己 矛 盾 を 内 臓

し て い る 。 １ ８ ４ ８ － ５ ２ 年 の 革 命 運 動 と は 、 カ レ ン ダ － が そ の 唯 一 の 原 動 力 で

あ る か の よ う に 、 同 じ 緊 張 と 弛 緩 を た え ず 繰 り 返 す こ と で 人 を 疲 れ さ せ 、 周 期 的

に 自 ら を 絶 頂 へ と 駆 り 立 て る よ う に み え る 対 立 も 、 た だ 鈍 く な り 萎 ん で い く だ け

で 、 決 し て 解 消 さ れ え な い も の と 思 わ れ る 。 （ Ｐ ５ ３  要 約 ）  そ の 原 因 は 、 周

期 的 に 繰 り 返 さ れ る 普 通 選 挙 制 度 と そ れ に 基 つ く 議 会 制 度 な の で あ ろ う か 。 す く

な く と も 、 こ の イ メ － ジ は 、 物 質 的 諸 条 件 に よ る 階 級 闘 争 の イ メ － ジ と は 異 質 な

も の で あ る 。  「 国 民 の 全 体 意 思 は 、 普 通 選 挙 権 と い う 形 で あ ま り に し ば し ば 自

ら を 表 明 す る う ち に 、 ・ ・ ・ つ い に は 、 一 人 の カ リ ブ の 海 賊 の 個 性 的 意 思 の う ち

に、その表現を見いだす。」（Ｐ５３  Ｌ８～）  

 

～政治的肩書きと社会的肩書き～（Ｐ５４  Ｌ２～）  

 ＜秩序党＞  

 議 会 制 度 の 枠 組 み が も た ら す 「 反 動 」 「 共 和 派 」 「 モ ン タ － ニ ュ 」 派 と い う 政

治 的 表 現 も 表 面 的 な 外 見 に す ぎ ず 、 こ の 外 見 の 奥 に は 、 「 階 級 闘 争
、 、 、 、

と こ の 時 代 に

固 有 な 容 貌 が 隠 蔽 」 （ Ｐ ５ ７  Ｌ ５ ～ Ｌ ６ ） さ れ て い る 。 同 様 に 、 秩 序 党 は 、 正

統 王 朝 派 と オ ル レ ア ン 派 と い う 政 治 的 肩 書 き の 裏 に は 、 そ れ ぞ れ 相 反 す る 大 土 地

所有と資本との利害関係が働いている。   

「歴史的闘争においては・・、諸党派の決まり文句や思い込みと、彼らの現実  

の 組 織 や 現 実 の 利 害 と は 区 別 さ れ な け れ ば な ら な し 、 彼 ら の 想 像 と 彼 ら の 現 実 と

は区別されなければならない。（Ｐ５８～５９）  

 議会の外では、秩序党は、オルレアン朝派と正統王朝派とに内部分裂し対立す  

る が 、 議 会 の 中 で は 、 「 市 民 的 秩 序 の 代 表 者 と し て 」 （ Ｐ ６ ０ ） 「 ブ ル ジ ョ ア 階

級として、現実の仕事を片付ける。」（Ｐ６０）  

 秩 序 党 の 無 制 限 で 苛 酷 な 支 配 は そ も そ も 議 会 的 共 和 制 と い う 形 態 の 下 で の み 可

能 な も の だ っ た が 、 同 時 に 共 和 制 下 で は 、 選 挙 以 外 の 闘 争 手 段 を 持 た な い 諸 階 級

と 直 接 対 立 し な け れ ば な ら な い た め 、 共 和 制 は 自 分 達 の 社 会 的 基 礎 を 堀 り 崩 す こ
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とになる。ブルジョアジ－の共和制に対する敵意はこのためである．  

 ＜社会＝民主派＞                                  

秩 序 派 と プ ロ レ タ リ ア － ト と が 背 後 で 物 質 諸 条 件 に 規 定 さ れ て い る の に 対 し 、

社 会 主 義 者 と 民 主 主 義 者 と の 奇 妙 な 組 み 合 わ せ は 、 議 会 の 産 物 に ほ か な ら な か っ

た 。 社 会 主 義 者 は 「 急 進 派 」 と い う 烙 印 を 恐 れ て 民 主 的 な 言 説 を 用 い 、 一 方 で 、

民 主 主 義 者 は 議 会 内 の 「 共 和 派 」 と 「 反 動 」 の 単 純 な 勢 力 争 い と い う 見 方 に よ っ

て 、 社 会 民 主 派 を 結 成 し た 。 そ の 特 徴 は 、 議 員 と 支 持 者 と の 「 代 表 す る 」 ／ 「 代

表される」の関係に現れている。  

 「 民 主 派 の 議 員 た ち は み な 商 店 主 で あ る か 、 あ る い は 商 店 主 を 熱 愛 し て い る 、

と 思 い 描 い て も い け な い 。 彼 ら は 、 そ の 教 養 と 知 的 状 態 か ら す れ ば 、 商 店 主 と は

雲泥の差がありうる。」（Ｐ６３  Ｌ６～Ｌ９）   

こ の 民 主 派 議 員 と 支 持 者 と の 不 一 致 を 、 抽 象 的 な 憲 法 の 条 文 に よ っ て 埋 め 合 わ

せ よ う と し た 点 は 、 国 民 議 会 と フ ラ ン ス 人 民 と の 形 而 的 関 係 と 同 じ で あ る と 思 わ

れる。  

「 重 要 な の は 、 〔 秩 序 派 は 〕 時 間 と 機 会 が 彼 ら 〔 小 市 民 的 民 主 派 ＝ モ ン タ ー ニ

ュ 派 〕 を 強 化 す る 前 に 、 彼 ら を 国 民 議 会 か ら 街 頭 へ と お び き 出 し 、 彼 ら 自 身 に 自

分の議会的権力を破壊させることであった。」（Ｐ６４）  

「 モ ン タ ー ニ ュ 派 の 主 要 部 分 は 自 ら の 前 衛 を 見 殺 し に し た 。 彼 ら の 宣 言 へ の 署

名を拒絶したのである。・・・。小市民は自分の代表を裏切った。」（Ｐ６５）  

「 民 主 主 義 者 は 、 小 市 民 を 代 表 し て い る の で 、 し た が っ て 二 つ の 階 級 の 利 害 が

中 和 し あ っ て い る 一 つ の 過 渡 的 階 級 を 代 表 し て い る の で 、 自 分 は そ も そ も 階 級 対

立というものを克服しているのだと思い込んでいる。」（Ｐ６８）  

「 ブ ル ジ ョ ア ジ ー は 、 立 憲 的 体 制 の 防 衛 の た め の 反 乱 を 、 無 政 府 的 な 、 社 会 の

転 覆 を 目 指 し た 行 為 だ と 非 難 す る こ と に よ っ て 、 執 行 権 力 が 彼 ら に 対 立 し て 憲 法

を 侵 害 し よ う と す る 場 合 に 反 乱 に 訴 え る こ と を 、 自 分 自 身 に 禁 じ た 。 」 （ Ｐ ７

１）  

「 一 八 四 八 年 六 月 の 日 々 に は 、 国 民 衛 兵 と し て の ブ ル ジ ョ ア ジ ー と 小 市 民 が 、

プ ロ レ タ リ ア ー ト に 対 抗 し て 軍 隊 と 結 合 し た が 、 一 八 四 九 年 六 月 一 三 日 に は 、 ブ

ル ジ ョ ア ジ ー は 小 市 民 的 な 国 民 衛 兵 を 軍 隊 に よ っ て 四 散 さ せ 、 一 八 五 一 年 一 二 月

二 日 に は 、 ブ ル ジ ョ ア ジ ー の 小 市 民 的 な 国 民 衛 兵 そ の も の が 消 え 失 せ て お り 、 ボ

ナ パ ル ト が 事 後 的 に 国 民 衛 兵 の 解 散 命 令 に 署 名 し た と き に は 、 彼 は た だ 事 実 を 確

定しただけだった。」（Ｐ７５）  

「 国 民 議 会 が か な り 長 い 幕 間 に 舞 台 か ら 消 え 去 っ て 、 共 和 国 の 頂 点 に 、 た と え

貧 弱 で あ ろ う と も た だ 一 人 の 姿 、 ル イ ・ ボ ナ パ ル ト の 姿 し か 見 え な い よ う に し て

し ま い 、 そ れ に 対 し て 秩 序 党 は 、 公 衆 の 憤 激 の 種 に な り な が ら 、 そ の 王 党 派 の 構

成部分に分かれて、相争う王政復古の欲望にふけった」。（Ｐ７６）  

【以上】  

 


